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環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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白漆喰

ガラス欄間

桟瓦

銅板葺(一文字葺)2

桟瓦 桟瓦

桟瓦

霧除け（七五庇）

簓子下見板張り

軸部

軸部

縦羽目板張り

縦格子付きガラス欄間
銅板葺(一文字葺)2

銅板葺(一文字葺)2

銅板葺(一文字葺)1

白漆喰

軸部

桟瓦桟瓦

白漆喰

部 位 仕上及び下地構成（特記なき限り以下とする）

下屋

簓子下見板張り

縦羽目板張り

白漆喰 本漆喰t10（下塗り、中塗り含む）、ラスカットボードt9、アルミ透湿防水シート、構造用合板t12（耐水）、グラスウール(K24)t90、間柱45×90＠454.5

銅板t0.4（酸化緑青処理） 、アスファルトルーフィング940+ゴムアスファルトルーフィング、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、構造用合板t12、化粧垂木60×45@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物）、W450,H150

上下枠：スギH40×D40、側枠：スギW30×D40、簓子押縁：スギW30×D15〜33、下見板：スギt7 H242（通材）、横胴縁t10×W30　通気スリットW30＠300、アルミ透湿防水シート、構造用合板t12（耐水）、グラスウール(k24)t90、間柱45×90＠454.5

スギt18、胴縁18×30、アスファルトルーフィング、構造用合板t12、間柱90×45＠303+断熱材t90

軸部 木材保護塗料（無色）

小庇 庇板：ヒノキt24、さるがしら：ヒノキ55×88（上端斜め加工)、出桁：ヒノキ55×88（上端斜め加工）、腕木：ヒノキ60×80（面取加工）、雨抑：ヒノキt20×90、面戸木：ヒノキt35×80、板掛け：ヒノキt35×80、破風板：ヒノキt30、絵振り板ヒノキt30

縦格子 上下桟：ヒノキt40H25※下桟に水抜穴、縦枠：ヒノキW30D40、縦格子：ヒノキW27D30＠90、幕板：ヒノキt6、防虫網：SUS５メッシュ黒色塗装（換気口部分のみ）

金属パネル アルミダイキャストt5（断熱材裏打t30）支持金物一式、アスファルトルーフィング、構造用合板t12（耐水）、間柱90×45＠303+グラスウール(K24)t45

軒天井

略　称

銅板（一文字葺）2

屋根 桟瓦 いぶし瓦(既製品JIS64)、瓦桟H18 W24＠215（通気スリットW30入り＠90、瓦用防水モルタル、改質アスファルトルーフィング、構造用合板t12、野垂木60×45＠454.5※むくり加工、断熱材t60（フェノールフォーム 1種、固定金物）

銅板一文字葺t0.35（酸化緑青処理）  350×1212 アスファルトルーフィング940、銅釘、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、構造用合板t12、野垂木60×45@454.5、土居桁120×120斜め加工、化粧垂木60×45@454.5、断熱材t60（フェノールフォーム1種、固定金物）

谷樋 銅板

屋根 銅板（一文字葺）1 銅板一文字葺t0.35（酸化緑青処理） 350×1212 アスファルトルーフィング940、銅釘、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、耐水合板ｔ12、合板t12、化粧野地板ヒノキt15、化粧垂木スギ45×90@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物） 

外壁中央

外壁中央

外壁下

外壁上

霧除け（七五庇）

外壁下部

柱、桁、梁、貫

石基壇基壇

化粧石束独立基礎

礎石独立基礎

花崗岩（真壁石、水磨）W90×H150×L909、面取15

花崗岩（御影石、水磨）t30接着工法、鉄筋コンクリートH200W250D250、

花崗岩（御影石、自然形状）300×300×300程度　※ホゾ穴加工、RC基礎と一体化、柱底面は光付け、高さ調整用鉛板t2×4枚程度

屋根裏天井 化粧軒天：スギt9 （※相勺り）、化粧垂木：スギ60×45＠454.5、小舞：スギH21W24＠200程度

外部仕上げ表

共通事項：

１）全ての外部露出木部には、木材保護塗料（無色）２回塗りとする。

２）特記無き限り、造作用の化粧木材は、上小節以上とする。

４）見え係となる全ての長押と柱（吊柱含む）の交差部には、長押釘隠しを設置すること。

５）見え係となる全ての土台と柱の交差部には、土台釘隠しを設置すること。

化粧石束

礎石

礎石

化粧石束

石基壇 石基壇 石基壇 石基壇縦格子 縦格子

霧除け（七五庇）

簓子下見板張り
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銅板（一文字葺）２
野地板：化粧野地板スギt15w200 
構造用合板t15、垂木：H60×W55＠455

軒先、けらば水切り：銅板ｔ0.5曲げ加工　W50,H50 糸巾100

取合部（壁-屋根）：
屋根同材　L型　H200 D50 曲げ加工

縦格子

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

銅板葺(一文字葺)1

礎石範囲化粧石束範囲

頂部水切り、立上ケラバ水切り：銅板ｔ0.5曲げ加工　W50,H200 糸巾250
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環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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銅板葺(一文字葺)2

縦格子付きガラス欄間

簓子下見板張り

桟瓦

金属パネル

桟瓦

木格子

縦羽目板張り

霧除け（猿頭庇）

白漆喰

白漆喰

銅板葺(一文字葺)1

桟瓦

金属パネル

簓子下見板張り

白漆喰

立面図（西側）

立面図（東側）

縦羽目板張り

縦羽目板張り

部 位 仕上及び下地構成（特記なき限り以下とする）

下屋

簓子下見板張り

縦羽目板張り

白漆喰 本漆喰t10（下塗り、中塗り含む）、ラスカットボードt9、アルミ透湿防水シート、構造用合板t12（耐水）、グラスウール(K24)t90、間柱45×90＠454.5

銅板t0.4（酸化緑青処理） 、アスファルトルーフィング940+ゴムアスファルトルーフィング、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、構造用合板t12、化粧垂木60×45@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物）、W450,H150

上下枠：スギH40×D40、側枠：スギW30×D40、簓子押縁：スギW30×D15〜33、下見板：スギt7 H242（通材）、横胴縁t10×W30　通気スリットW30＠300、アルミ透湿防水シート、構造用合板t12（耐水）、グラスウール(k24)t90、間柱45×90＠454.5

スギt18、胴縁18×30、アスファルトルーフィング、構造用合板t12、間柱90×45＠303+断熱材t90

軸部 木材保護塗料（無色）

小庇 庇板：ヒノキt24、さるがしら：ヒノキ55×88（上端斜め加工)、出桁：ヒノキ55×88（上端斜め加工）、腕木：ヒノキ60×80（面取加工）、雨抑：ヒノキt20×90、面戸木：ヒノキt35×80、板掛け：ヒノキt35×80、破風板：ヒノキt30、絵振り板ヒノキt30

縦格子 上下桟：ヒノキt40H25※下桟に水抜穴、縦枠：ヒノキW30D40、縦格子：ヒノキW27D30＠90、幕板：ヒノキt6、防虫網：SUS５メッシュ黒色塗装（換気口部分のみ）

金属パネル アルミダイキャストt5（断熱材裏打t30）支持金物一式、アスファルトルーフィング、構造用合板t12（耐水）、間柱90×45＠303+グラスウール(K24)t45

軒天井

略　称

銅板（一文字葺）2

屋根 桟瓦 いぶし瓦(既製品JIS64)、瓦桟H18 W24＠215（通気スリットW30入り＠90、瓦用防水モルタル、改質アスファルトルーフィング、構造用合板t12、野垂木60×45＠454.5※むくり加工、断熱材t60（フェノールフォーム 1種、固定金物）

銅板一文字葺t0.35（酸化緑青処理）  350×1212 アスファルトルーフィング940、銅釘、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、構造用合板t12、野垂木60×45@454.5、土居桁120×120斜め加工、化粧垂木60×45@454.5、断熱材t60（フェノールフォーム1種、固定金物）

谷樋 銅板

屋根 銅板（一文字葺）1 銅板一文字葺t0.35（酸化緑青処理） 350×1212 アスファルトルーフィング940、銅釘、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10、耐水合板ｔ12、合板t12、化粧野地板ヒノキt15、化粧垂木スギ45×90@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物） 

外壁中央

外壁中央

外壁下

外壁上

霧除け（七五庇）

外壁下部

柱、桁、梁、貫

石基壇基壇

化粧石束独立基礎

礎石独立基礎

花崗岩（真壁石、水磨）W90×H150×L909、面取15

花崗岩（御影石、水磨）t30接着工法、鉄筋コンクリートH200W250D250、

花崗岩（御影石、自然形状）300×300×300程度　※ホゾ穴加工、RC基礎と一体化、柱底面は光付け、高さ調整用鉛板t2×4枚程度

屋根裏天井 化粧軒天：スギt9 （※相勺り）、化粧垂木：スギ60×45＠454.5、小舞：スギH21W24＠200程度

共通事項：

１）全ての外部露出木部には、木材保護塗料（無色）２回塗りとする。

２）特記無き限り、造作用の化粧木材は、上小節以上とする。

４）見え係となる全ての長押と柱（吊柱含む）の交差部には、長押釘隠しを設置すること。

５）見え係となる全ての土台と柱の交差部には、土台釘隠しを設置すること。

縦格子石基壇

縦格子

戸
袋
１

銅板（一文字葺）２
軒先、けらば水切り：屋根同材t0.5、曲げ50×50
頂部雨抑え：銅板：t0.5 曲げ　立上りH200以上
構造用合板t15、垂木：H60×W55＠455
野地板：化粧野地板スギt15w200 
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一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

礎石範囲

化粧石束

化粧石束

礎石

銅板葺(一文字葺)2
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環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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通り土間ギャラリー 休憩スペースF廊下２ 収納 PS・DS スロープ２
復元展示室C

復元
展示室C

縁側休憩スペースE 休憩スペースD 休憩スペースB

隔壁

※共通事項
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※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
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※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
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敷目板天井
材種　スギ

平格天井
材種　ヒノキ

一枚板鏡天井
材種　ヒノキ

猿頬天井
材種　スギ

棹縁天井
材種　スギ

凡例

屋根裏天井
材種　スギ

格縁：W80H80@600程度（縦横共）
鏡板：t9（市松張り）
　　　　600角（300×600 - 2枚幅はぎ）
天井廻縁：W60H120

猿頬：W60H80
稲子天井：スギ柾目ｔ7
天井廻縁：D60H90

棹縁：W36H40
稲子天井：スギ柾目ｔ7
天井廻縁：D60H90

矩形図参照

敷目板：GB-Rt12.5
 　　　　　天然木練付合板t6
 　　　　　目透かしW3@300程度
 　　　　　目地底テープ貼り
天井廻縁：D60H45

DR

天井板：t9
天井廻縁：D60H60
二重廻縁：D60H90

仕様：450角、目地タイプ
数　：45カ所天井点検口

GB-Rt12.5 , DRt9.0
塩ビ廻り縁

空調スリット W、L　図中表記

□450(設備工事)空調グリル

照明ダクト1,2 詳細図参照

St-L75×75　長さ1800
小梁間に2本平行に設置

復元照明
補強下地

※天然木練付合板t6の天然木の厚みは0.6mmとする.
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猿頬天井
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凡例

屋根裏天井
材種　スギ

格縁：W80H80@600程度（縦横共）
鏡板：t9（市松張り）
　　　　600角（300×600 - 2枚幅はぎ）
天井廻縁：W60H120

猿頬：W60H80
稲子天井：スギ柾目ｔ7
天井廻縁：D60H90

棹縁：W36H40
稲子天井：スギ柾目ｔ7
天井廻縁：D60H90

矩形図参照
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 　　　　　天然木練付合板t6
 　　　　　目透かしW3@300程度
 　　　　　目地底テープ貼り
天井廻縁：D60H45
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天井板：t9
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仕様：450角、目地タイプ
数　：45カ所天井点検口

GB-Rt12.5 , DRt9.0
塩ビ廻り縁

空調スリット W、L　図中表記

□450(設備工事)空調グリル

照明ダクト1,2 詳細図参照

St-L75×75　長さ1800
小梁間に2本平行に設置
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格縁：ヒノキW80H80
(面取り加工)
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棹縁：スギW36H40
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天井板
：天然木練付合板t6.0
目透かしW3＠300程度
目地底テープ貼り

GB-Rt12.5
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猿頬,棹縁,廻縁

刃口 3ミリ
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平格天井詳細図 S=1/5

棹縁天井詳細図 S=1/5

猿頬天井詳細図 S=1/5

敷目天井詳細図S=1/5 S=1/5稲子天井　詳細図

平格天井　空調スリット,チャンバーボックス詳細図 S=1/5 猿頬天井、棹縁天井　空調スリット,チャンバーボックス詳細図 S=1/5
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空調チャンバーボックス
St.PLt0.6,GW(32kg/㎥)t25巻き
(空調設備工事)
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スリット見切
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　コの字曲げ加工
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L＝スリット長さ
(空調設備工事)

猿頬,棹縁

130
スリット部の猿頬,棹縁は切らずに通す御座所：492×512

御次ぎの間：545×512
スリットW,L：天井伏図参照

スリット見切
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床下点検口：
高気密高断熱600角,裏面断熱材

(遮音) (遮音)

(遮音)

1FL-360

1FL-620

1FL±0

1FL-700

1FL-620 1FL-700

896幅員1646

床下靴入

幅員1800

180

1FL-615

1FL-6201FL-700

下足箱

下足箱

手摺

注意喚起ブロック

カフェカウンター

受付カウンター

自立式フェンス6台

床見切A

床仕上：
花崗岩（真壁石）t30
ビシャン仕上げ

床仕上：ヒノキ
圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床見切：
SUS FB-6×25 HL

床仕上：花崗岩（真壁石）t30,ビシャン仕上げ

床見切A

壁仕上：不燃化粧板

上がり框：欅

縁石

玉砂利敷き

エントランス部

多機能トイレ
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売店・キッチン ホール
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御車寄
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WC前室
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外部ｽﾛｰﾌﾟ1　1/20外部ｽﾛｰﾌﾟ2　1/20

床見切A

内部階段1
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床仕上：防滑抗菌長尺シート

壁下地柱：69×69

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67 敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

床仕上：防滑抗菌長尺シート
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（機械設備工事）
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天然石洗い出し舗装天然石洗い出し舗装

天然石洗い出し舗装

ベビーベット
（機械設備工事）

壁仕上：漆喰調塗装
床仕上：
ヒノキ圧密フローリング

内壁小口押さえ
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内壁小口押さえ
ヒノキ30×70 H1060
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床見切：SUS
床埋込ライン照明

エントランス部外壁
スパン中央の間柱は120×90とする。
（エントランス部の
　構造耐力壁W1A、一般壁共通）

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装
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壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：
漆喰調塗装,
不燃化粧板
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　　　　　　(四半目地)
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（両面大壁,間柱130×45） （両面大壁,間柱130×45）

縁石：花崗岩（真壁石）W120H150,水磨き

付柱（コの字）：ヒノキ
見附130見込60+見附250見込60+見附130見込60,H2480
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意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
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環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

1
0

：木間柱45*45@450以下
木胴縁45*100@610以下

構造用合板t12

【壁下地凡例】 +GW：壁内にグラスウールt50（32kg/m2）充填【間柱,胴縁,合板　凡例】

特記なし(一般壁)

【略語凡例】

床見切A

床見切B

：集成材見付40, t15 , UC

：SUS-FB6(見付)×25 , HL
点状ブロック
（SUS鋲）

線状ブロック
（SUS鋲）

： SUS一方枠　見付30,d130壁見切A

【壁見切】

：木間柱45*90@450以下

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5

：GB-St12.5

(不燃)
(不燃)

カベA

カベB

カベC

下がりカベA

下がりカベB

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5 (不燃)

下がりカベC：GB-St12.5 (不燃)

平面詳細図共通事項

木胴縁45*90@610以下

【柱、梁の仕上げ】

あらわしとなる柱,梁の

： ヒノキ一方枠　見付30壁見切B

仕上は、特記なき限り

木材保護塗料塗り

H=FL〜CHまで

HLt2.0曲げ加工

浸透性保護塗料構造用合板(耐水タイプ)t12

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

構造図
参照

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

A=砂壁の下地

B=漆喰調塗装の下地
構造図
参照

外壁 特記なし(一般壁)内壁
遮音壁※外壁（耐力壁の外壁も含む）にはグラスウール(K24)t90を充填すること

C=漆喰調塗装の下地,
不燃化粧板の下地

：ｹｲｶﾙ板t6+t6
(不燃)

カベD 下がりカベD：ｹｲｶﾙ板t6+t6 (不燃) D=漆喰調塗装の下地
ただし上下横架材との間隔300以下 ただし上下横架材との間隔300以下

W1（真壁） W1A(真壁+大壁)高さ
：梁桁まで

高さ
：梁桁まで

とする

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。



床下点検口：
高気密高断熱600角,裏面断熱材

(遮音) (遮音)

(遮音)

1FL±0

1FL±0

幅
員
1
6
8
8

1FL-360

896幅員1646 180

1FL-620

下足箱

注意喚起ブロック

カフェカウンター

受付カウンター

1FL±0

1FL-45

床仕上：ヒノキ
圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：
ヒノキ圧密
フローリング

床見切A

床仕上：絨毯C

壁仕上：不燃化粧板

上がり框：欅

エントランス部

多機能トイレ

WC1 WC2

売店・キッチン

休憩スペースE

ホール

受付

通り土間ギャラリー

廊下1廊下2

WC前室

休憩スペース縁側

休憩スペースD 休憩スペースC

玄関

内部階段1

外部階段4

W1A+カベC

カベB+GW

耐力壁W1A

W1A+カベC

耐力壁W1A

カベC カベC

カ
ベ
C

耐力壁W1A

W
1
+
カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

耐
力
壁
W
1
A

耐
力
壁
W
1
A

W1A+カベC

壁下地柱：69×69

下
が
り
カ
ベ
C

下がりカベB

下がりカベC

下がりカベB

下がりカベB

下がりカベB

下がりカベB

下
が
り
カ
ベ
B

床仕上：
防滑抗菌
長尺シート

床仕上：防滑抗菌長尺シート

W1+カベB

W1+カベB

壁下地柱：69×69

床下点検口（絨毯下）：
高気密高断熱600角,裏面断熱材

下がりカベB

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

壁下地：特記なき限り
床仕上：絨毯C

下がりカベB壁下地：特記なき限り 壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯C

床仕上：絨毯
壁下地：特記

床仕上：絨毯
壁下地：特記

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67 敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

床仕上：防滑抗菌長尺シート

下がりカベC

床仕上：
防滑抗菌
長尺シート

ベビーシート
（機械設備工事）

+GW

下がりカベB

床仕上：絨毯C
壁仕上：
漆喰調塗装

下がりカベC

下
が
り
カ
ベ
C

床仕上：板張り　ヒノキt30W120本実

1330

幅員921

内部ｽﾛｰﾌﾟ1

勾配1/12
(L7440/12＝H620)

床仕上：ヒノキ
圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

壁仕上
：漆喰調塗装

壁仕上
：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

耐
力
壁
W
1

耐
力
壁
W
1

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

付柱(中間)
外壁中間柱共通

付柱(中間)
外壁中間柱共通

付柱(隅部)
外壁隅部柱共通

（2段）

（4段）

1FL±0

1FL-620

1FL-620

幅員900

1FL-45

下足箱

床下靴入

注意喚起ブロック

手摺：ヒノキ集成材Φ38
ブラケット：真鍮t6,H60＠900クリア塗装H900

床仕上：
花崗岩（真壁石）t30
ビシャン仕上げ

竪樋
樋受石：御影石
300×300×400
曲面加工

縁石

玉砂利敷き

南エントランス

EPS

休憩スペースF

戸袋7

耐
力
壁
W
1
A

耐力壁W1A壁見切

下がりカベBW1+カベB

W1+カベC

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
C

W
1
+
カ
ベ
B

W1+カベC

床下電気ラック（電気設備工事）

床下点検口（絨毯下）：
高気密高断熱型600角,裏面断熱材

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

カ
ベ
C

カ
ベ
C

下がりカベC

カ
ベ
C

カ
ベ
C

壁仕上：
漆喰調塗装

床仕上：
ヒノキ圧密
フローリング

9
0
9

床仕上：
ヒノキ圧密
フローリング

6
6
0

付柱(中間)
外壁中間柱共通

付柱(隅部)
外壁隅部柱共通

350

下
が
り
カ
ベ
C

下
が
り
カ
ベ
C

外壁
入隅調整材
ヒノキ48×48
H3600

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

竪樋
樋受石：御影石300×300×400,曲面加工

1
5
6
5

開口部入隅調整材
ヒノキ見附60見込80

カ
ベ
B
+
G
W

+
G
W

+
G
W

+
G
W

+
G
W

+
G
W

+GW

カベB+GW

+GW+GW

壁下地柱：69×69
壁下地柱：69×69

カ
ベ
B
+
G
W

下
が
り
カ
ベ
B

下
が
り
カ
ベ
B

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

敷居：ヒノキW80H30

+
G
W

下
が
り
カ
ベ
B

下
が
り
カ
ベ
B

カベB カベB

W1+カベB

W1+カベB

W1+カベB

W1+カベB

手摺

下がりカベB

PS

床仕上：
ヒノキ圧密フローリング

天然石洗い出し舗装天然石洗い出し舗装

ベビーベット
（機械設備工事）

壁仕上：漆喰調塗装
床仕上：
ヒノキ圧密フローリング

内壁小口押さえ
ヒノキ30×110 H1060

内壁小口押さえ
ヒノキ30×70 H1060

敷居：ヒノキW80H30

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

床見切：SUS
床埋込ライン照明

壁仕上：漆喰調塗装

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1910D270,割肌仕上げ
GLからの高さ600

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1080D340,割肌仕上げ
GLからの高さ400

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1910D270,割肌仕上げ
GLからの高さ460

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1200D450,割肌仕上げ
GLからの高さ230

集水枡

集水枡

集水枡

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：
漆喰調塗装,
不燃化粧板

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装, 不燃化粧板

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装 壁仕上：漆喰調塗装 壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰

壁仕上：漆喰

床仕上：いぶし瓦300角
　　　　　　(四半目地)

床仕上：いぶし瓦300角
　　　　　　(四半目地)

方立

踏石：
鉄平石,水磨き
D300H130

踏石：
鉄平石,水磨き
D300H130

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

W
1
A
+
カ
ベ
C

W
1
A
+
カ
ベ
C

下がりカベC

下
が
り
カ
ベ
C

下
が
り
カ
ベ
C

下がりカベC

下
が
り
カ
ベ
C

W
1
A
+
カ
ベ
C

W1A+カベC

W
1
+
カ
ベ
C

下がりカベD下がりカベD

下
が
り
カ
ベ
D

下がりカベD

下がりカベD

カ
ベ
D

カ
ベ
D

下
が
り
カ
ベ
C

W
1
+
カ
ベ
C

W1+カベC

W1+カベC

W1+カベD 下がりカベD 下がりカベD

下
が
り
カ
ベ
D

下がりカベC

カベC

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

敷居（溝なし）W130

1
8
0
1
8
0

3
6
0

2
6
0

床見切：欅t30W65

床
埋
込

照
明

防護柵
W1200H900

防護柵
W350H900

縁石：
花崗岩（真壁石）W120H150,水磨き

壁下地：気密シートあり

壁
下
地
：
防

水
シ
ー
ト

あ
り

壁見切A

集水枡

壁見切B

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カ
ベ
C

カベC

カ
ベ
C

カベCカベCカベC

カベC

カ
ベ
C

下がりカベB

壁見切B

壁仕上：
漆喰調塗装,
不燃化粧板

120120 1818334.5
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天然石洗い出し舗装
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一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

1
0

：木間柱45*45@450以下
木胴縁45*100@610以下

構造用合板t12

【壁下地凡例】 +GW：壁内にグラスウールt50（32kg/m2）充填【間柱,胴縁,合板　凡例】

特記なし(一般壁)

【略語凡例】

床見切A

床見切B

：集成材見付40, t15 , UC

：SUS-FB6(見付)×25 , HL
点状ブロック
（SUS鋲）

線状ブロック
（SUS鋲）

： SUS一方枠　見付30,d130壁見切A

【壁見切】

：木間柱45*90@450以下

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5

：GB-St12.5

(不燃)
(不燃)

カベA

カベB

カベC

下がりカベA

下がりカベB

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5 (不燃)

下がりカベC：GB-St12.5 (不燃)

平面詳細図共通事項

木胴縁45*90@610以下

【柱、梁の仕上げ】

あらわしとなる柱,梁の

： ヒノキ一方枠　見付30壁見切B

仕上は、特記なき限り

木材保護塗料塗り

H=FL〜CHまで

HLt2.0曲げ加工

浸透性保護塗料構造用合板(耐水タイプ)t12

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

構造図
参照

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

A=砂壁の下地

B=漆喰調塗装の下地
構造図
参照

外壁 特記なし(一般壁)内壁
遮音壁※外壁（耐力壁の外壁も含む）にはグラスウール(K24)t90を充填すること

C=漆喰調塗装の下地,
不燃化粧板の下地

：ｹｲｶﾙ板t6+t6
(不燃)

カベD 下がりカベD：ｹｲｶﾙ板t6+t6 (不燃) D=漆喰調塗装の下地
ただし上下横架材との間隔300以下 ただし上下横架材との間隔300以下

W1（真壁） W1A(真壁+大壁)高さ
：梁桁まで

高さ
：梁桁まで

とする

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。



(遮音)

内部スロープ2

1FL±0

1FL+300

勾配1/12.1
(L3636/H300＝12.1)

床下入口

1FL+300 1FL+255

注意喚起ブロック

床仕上：絨毯B

多機能トイレ

PS・DS

復元展示室廊下1

復元展示室C縁側

倉庫1

休憩スペースC

休憩スペースB

休憩スペースA

戸袋4

戸袋5

戸袋3

復元展示室C

復元展示室C前室

復元展示室廊下2

外部階段3

床見切：欅W65

内部階段2
（2段）

床仕上：防滑抗菌長尺シート

W1+カベB

W1+カベB

W1+カベB

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

床見切：欅W65

W1+カベB

W1+カベA

W1+カベB下がりカベB下がりカベB下がりカベB下がりカベB

カベB

カベB

耐力壁W1A

W1+カベB

下がりカベB

W
1
+
カ

ベ
B

W
1
+
カ

ベ
B

壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯C

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

下がりカベB

下がりカベB

カベBカベB

下
が

り
カ

ベ
B

下がりカベB

下がりカベB

下
が

り
カ

ベ
B

カベB カベB カベB カベBカベB

下がりカベB

下
が

り
カ

ベ
B

カベB

カ
ベ

B

下
が

り
カ

ベ
B

下
が

り
カ

ベ
B

カ
ベ

B
カ

ベ
B

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

床仕上：絨毯B

床仕上：絨毯A

床仕上：絨毯B

床仕上
：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：板張り
ヒノキt30W120本実

+GW

下がりカベB カベB

床仕上：
ヒノキ圧密

フローリング

3
9
0

3
6
0

1
1
6
5

壁見切30×30

壁見切：ヒノキ30×30

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

付柱(中間)
外壁中間柱共通

付柱(隅部)
外壁隅部柱共通

付柱(中間)
外壁中間柱共通 付柱(隅部)

外壁隅部柱共通

雨戸戸当り

雨戸戸当り

高レベル復元的整備エリア復元的整備エリア

カ
ベ

B

倉庫2

壁見切：ヒノキ30×30

カ
ベ

B

カ
ベ

B

1019

開口部入隅調整材
ヒノキ見附60見込80

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

手摺：
ヒノキ集成材Φ38
ブラケット：
真鍮t6,H60＠900クリア塗装H900

床仕上：
花崗岩（真壁石）t30,ビシャン仕上げ

縁石：花崗岩（真壁石）W120H150,水磨き

床仕上：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

開口部入隅調整材
ヒノキ見附60見込80

壁下地柱：69×69

カ
ベ

B
+
G

W

+
G

W

下
が

り
カ

ベ
B

下
が

り
カ

ベ
B

カベB カベB

W1+カベB

W1+カベB

上がり框：欅

手摺手摺

腰掛け

下がりカベB下がりカベB

カ
ベ

B
カ

ベ
B

床仕上：
花崗岩（真壁石）t30
ビシャン仕上げ

ポーチ1

中央エントランス

下部下足入れ

床仕上：
ヒノキ圧密フローリング

天然石洗い出し舗装

壁仕上：漆喰調塗装
壁仕上：漆喰調塗装
床仕上：
ヒノキ圧密フローリング

内壁小口押さえ
ヒノキ30×70 H1060

敷居：ヒノキW80H30

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

1
2
7
.5

1
2
7
.5

2
5
5

下がりカベB

下がりカベB

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装, 不燃化粧板

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：
漆喰調塗装+腰壁

壁仕上：
漆喰調塗装+腰壁

方立

方立

方立

雨戸戸当り

方立：130×80

方立：130×48

方立：80×130

方立：
ヒノキ130×80

方立：
ヒノキ130×80

下がりカベD
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り
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ベ
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り
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下
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り
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W1+カベC
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ベ
C

W
1
+
カ

ベ
C

W1+カベC

壁下地：
気密シートあり

壁下地：
防水シートあり

壁下地：
気密シートあり

壁下地：
防水シートあり

集水枡集水枡

集水枡

カベC

カ
ベ

C
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C
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縁石：花崗岩（真壁石）W120H150,水磨き

下がりカベB

壁見切B 床仕上：いぶし瓦300角
　　　　　　(四半目地)
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一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

1
0

：木間柱45*45@450以下
木胴縁45*100@610以下

構造用合板t12

【壁下地凡例】 +GW：壁内にグラスウールt50（32kg/m2）充填【間柱,胴縁,合板　凡例】

特記なし(一般壁)

【略語凡例】

床見切A

床見切B

：集成材見付40, t15 , UC

：SUS-FB6(見付)×25 , HL
点状ブロック
（SUS鋲）

線状ブロック
（SUS鋲）

： SUS一方枠　見付30,d130壁見切A

【壁見切】

：木間柱45*90@450以下

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5

：GB-St12.5

(不燃)
(不燃)

カベA

カベB

カベC

下がりカベA

下がりカベB

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5 (不燃)

下がりカベC：GB-St12.5 (不燃)

平面詳細図共通事項

木胴縁45*90@610以下

【柱、梁の仕上げ】

あらわしとなる柱,梁の

： ヒノキ一方枠　見付30壁見切B

仕上は、特記なき限り

木材保護塗料塗り

H=FL〜CHまで

HLt2.0曲げ加工

浸透性保護塗料構造用合板(耐水タイプ)t12

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

構造図
参照

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

A=砂壁の下地

B=漆喰調塗装の下地
構造図
参照

外壁 特記なし(一般壁)内壁
遮音壁※外壁（耐力壁の外壁も含む）にはグラスウール(K24)t90を充填すること

C=漆喰調塗装の下地,
不燃化粧板の下地

：ｹｲｶﾙ板t6+t6
(不燃)

カベD 下がりカベD：ｹｲｶﾙ板t6+t6 (不燃) D=漆喰調塗装の下地
ただし上下横架材との間隔300以下 ただし上下横架材との間隔300以下

W1（真壁） W1A(真壁+大壁)高さ
：梁桁まで

高さ
：梁桁まで

とする

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。



内部スロープ2

1FL±0

1FL+300

1FL±0

1FL-45

1FL+300

1FL+255

勾配1/12.1
(L3636/H300＝12.1)

床下入口

1FL+300 1FL+255

注意喚起ブロック

既存
沓脱石

既存沓脱石（現地の石をそのまま利用）
工事期間中は養生を行うこと

木製欄干（縁側3方向共）

床

1FL+255

基点
既存束石があった位置

基点
既存束石があった位置

床仕上：絨毯B

復元展示室A(御座所)復元展示室B(御次の間)

PS・DS

復元展示室廊下1

復元展示室A,B縁側

復元展示室C縁側

倉庫1

休憩スペースC

休憩スペースB

休憩スペースA

戸袋1

戸袋2

戸袋6

戸袋3

復元展示室C

復元展示室C前室

復元展示室廊下2

外部階段1

外部階段3

外部階段2

床見切：欅W65

内部階段2
（2段）

縁側階段
（2段）

W1+カベB

W1+カベB

W1+カベB

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

床見切：欅W65

W1+カベB

W1+カベB

W1

W1+カベA

W1+カベB

W1+カベA

W1+カベA

W
1
+
カ
ベ
A

W
1
+
カ
ベ
B

W1+カベA

W
1
+
カ
ベ
A

下がりカベB下がりカベB下がりカベB下がりカベB

下がりカベA

W1+カベB

W1+カベB

カベB

カベB

耐力壁W1A

W1+カベB

下がりカベB

W
1
+
カ
ベ
B

W
1
+
カ
ベ
B

壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯C

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯C
下がりカベB壁下地：特記なき限り

床仕上：絨毯A
壁下地：特記なき限り 下がりカベA

床仕上：絨毯A
壁下地：特記なき限り

下
が
り
カ
ベ
A

1
2
3
1

1
2
3
1

壁仕上：
茶根岸砂壁

床脇下
が
り
カ
ベ
A

下
が
り
カ
ベ
A

下がりカベB

下がりカベB

下
が
り
カ
ベ
B

下がりカベB

下がりカベB

下
が
り
カ
ベ
B

カベB カベB カベB カベBカベB

下がりカベB

下
が
り
カ
ベ
B

カベB

カ
ベ
B

カベB

下
が
り
カ
ベ
B

下
が
り
カ
ベ
B

カ
ベ
B

カ
ベ
B

カ
ベ
B

下がりカベB

敷居（溝なし）：ヒノキW130H67

壁仕上：茶根岸砂壁壁仕上：茶根岸砂壁

床仕上：
神代杉

床仕上：絨毯B

床仕上：絨毯A

床仕上：絨毯B

床仕上
：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：板張り
ヒノキt30W120本実

床仕上：板張り　ヒノキt30W120本実

床仕上：
ヒノキ圧密
フローリング

885

3
9
0

4
2
0

壁見切30×30

壁見切：ヒノキ30×30

付柱(中間)
外壁中間柱共通 付柱(隅部)

外壁隅部柱共通
雨戸戸当り

戸当り

高レベル復元的整備エリア復元的整備エリア

カ
ベ
B

倉庫2

壁見切：ヒノキ30×30

倉庫3

壁見切：ヒノキ30×30

カ
ベ
B

カ
ベ
B

カ
ベ
B

カ
ベ
B

壁仕上：
茶根岸砂壁
床仕上：
ケヤキ

手摺：
ヒノキ集成材Φ38
ブラケット：
真鍮t6,H60＠900クリア塗装H900

床仕上：
花崗岩（真壁石）t30,ビシャン仕上げ

縁石：花崗岩（真壁石）W120H150,水磨き

床仕上：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床仕上：ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

竪樋
樋受石：御影石
300×300×400,曲面加工

竪樋
樋受石：御影石300×300×400,曲面加工

木製欄干両開き

木製欄干
両開き

下がりカベB下がりカベB

下部下足入れ

1
5
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0
0 1
5
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1
2
7
.5
1
2
7
.5

2
5
5

集水枡

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1910D270,割肌仕上げ
GLからの高さ600

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1080D340,割肌仕上げ
GLからの高さ400

沓脱石：花崗岩(白御影石）W1080D340,割肌仕上げ
GLからの高さ200

集水枡

集水枡 集水枡

集水枡

下がりカベB

下がりカベB

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：漆喰調塗装

壁仕上：
漆喰調塗装+腰壁

壁仕上：
漆喰調塗装+腰壁

壁仕上：
漆喰調塗装+腰壁

方立

方立

方立

方立

方立

雨戸戸当り

方立：130×80

方立：130×48

方立：80×130

方立：
ヒノキ130×80

方立：
ヒノキ130×80

方立：
ヒノキ130×80

方立：80×80

敷居（溝なし）W130

床かまち
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江戸間：4畳

江戸間：14畳

京間：4畳

2
4
6
2

2
4
6
2

1
8
1
8

5
4
5
4

1
8
1
8

4
9
2
4

Y10

Y13

Y16

1
3
6
3
.5

1
3
6
3
.5

1
3
6
3
.5

Y2

Y1

1
3
6
4

1
8
1
8

1
8
1
8

Y4

1
8
9
.5

Y6

Y7

Y8b

Y11

Y15

1
1
1
3
.5

727

X12X11X10

1091

10832

985295429541969.5

13644545 1363.5

X32X31X30X29X27X24X20X19X12

1091

1030 970

X11

1818

X14

727

X16 X17

1969.5

X22

1363.5727

X10

1
0
9
1

1
1
2
1

1
6
3
6

3
6
3
6

9
0
9

1
0
9
1

1
8
1
8

Y3

Y5

Y8a

Y9

Y12

Y13

Y16

平面詳細図（4） A1 ： S=1/30
A3 ： S=1/60 28

164

A-28

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

：木間柱45*45@450以下
木胴縁45*100@610以下

構造用合板t12

【壁下地凡例】 +GW：壁内にグラスウールt50（32kg/m2）充填【間柱,胴縁,合板　凡例】

特記なし(一般壁)

【略語凡例】

床見切A

床見切B

：集成材見付40, t15 , UC

：SUS-FB6(見付)×25 , HL
点状ブロック
（SUS鋲）

線状ブロック
（SUS鋲）

： SUS一方枠　見付30,d130壁見切A

【壁見切】

：木間柱45*90@450以下

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5

：GB-St12.5

(不燃)
(不燃)

カベA

カベB

カベC

下がりカベA

下がりカベB

：ラスボードt7.5 (不燃)

：GB-Rt12.5 (不燃)

下がりカベC：GB-St12.5 (不燃)

平面詳細図共通事項

木胴縁45*90@610以下

【柱、梁の仕上げ】

あらわしとなる柱,梁の

： ヒノキ一方枠　見付30壁見切B

仕上は、特記なき限り

木材保護塗料塗り

H=FL〜CHまで

HLt2.0曲げ加工

浸透性保護塗料構造用合板(耐水タイプ)t12

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

構造図
参照

耐力壁
：木間柱

木胴縁

構造用合板

A=砂壁の下地

B=漆喰調塗装の下地
構造図
参照

外壁 特記なし(一般壁)内壁
遮音壁※外壁（耐力壁の外壁も含む）にはグラスウール(K24)t90を充填すること

C=漆喰調塗装の下地,
不燃化粧板の下地

：ｹｲｶﾙ板t6+t6
(不燃)

カベD 下がりカベD：ｹｲｶﾙ板t6+t6 (不燃) D=漆喰調塗装の下地
ただし上下横架材との間隔300以下 ただし上下横架材との間隔300以下

W1（真壁） W1A(真壁+大壁)高さ
：梁桁まで

高さ
：梁桁まで

とする

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
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床：
防滑抗菌長尺シート
捨合板t15
構造用合板t15
根太60×45＠454.5+
断熱材（グラスウール(k24）)t60（取付金物）
気密シート
普通合板t9

ビニル巾木ｈ100

土台：ヒノキ130×130 (芯材)※K4

基礎パッキン(気密)：樹脂製t20

外壁（簓子下見板張り）：
上下枠　スギ H40×D40
側枠　スギ W30×D40 
簓子押縁　スギ W30×D15~33 
下見板　スギ板目 t7 H242 間柱間通材
横胴縁 t10×W30 ※通気スリットW30@300
防水シート　アルミ透湿防水シート
構造用合板t12 ※耐水タイプ
断熱材　グラスウール(K24)t90
間柱45×90＠454.5程度

土台水切板：ヒノキt24 D105

水切板：ヒノキt24 D95 

付土台：ヒノキt60 H150 

膳台：ヒノキt45 D146 水勾配付き

土台釘隠※詳細図参照

木製建具：上桟 ヒノキt30 H35
　　　　　下桟 ヒノキt30 H40
　　　　　縦框 ヒノキt36 H40
　　　　　組子 ヒノキt30 H27
　　　　　ガラスt3 

窓上枠：ヒノキt45 D146
長押(外)：ヒノキt68 H100

霧除け
（猿頭庇）

淀：スギ55×120 

広小舞：スギ30×90

化粧垂木：スギ60×45＠454.5

化粧軒天：スギt9 木材
小舞：スギh21×w24 ＠158.65

支点材：スギ90角 

桔木抑え：スギ90角 

壁見切り：ヒノキt60h100

面戸木：スギt15 H80

壁：
不燃化粧板ｔ3
GB-St12.5
気密シート
構造用合板t12.0
(耐水）

壁：
漆喰調塗装
GB-St12.5
気密シート
構造用合板t12.0
(耐水)

大引：スギ120×120＠909 束柱：
スギ120×120＠909 

RC束：200×200 H100

土間スラブ：
RC t200 (排水勾1/200程度）
防水シート：t1.0
捨てコンt50
再生クラッシャラーンH60

天井（棹縁）：
竿縁　スギW36 H40 (２面斜め加工)
天井板　化粧木練付合板t6.0 
　　　　化粧目地@303 底目地テープ

木製格子：上桟 ヒノキt30 H45
　　　　　下桟 ヒノキt30 H48
　　　　　縦格子 ヒノキD24 W22＠125
　　　　　横桟　ヒノキt9 H24×2本

釘隠し※詳細図参照

土台釘隠し：※詳細図参照

木製格子

猿頭庇

付柱（隅部）：
W130,t60ヒノキ、柾目

付柱（中間）：
W130,t48ヒノキ、柾目水切り板W93

格子下枠縦格子

縦枠：ヒノキt18 W105 木製建具

外壁（白漆喰）

外壁（簓子下見板張り）
付柱（入隅）：
W95,t48ヒノキ、柾目

膳台

外壁（簓子下見板張り） 土台水切板

柱型：
ヒノキ130×130,面取5×5,散じゃくり

付柱（中間）：
W130,t48ヒノキ、柾目、散りじゃくり

付土台基壇：花崗岩（真壁石） W90×H150×L909 本磨き面取り15×15

2.463
10

外壁（白漆喰）

霧除け（七五庇）

外壁（簓子下見板張り）

外壁（白漆喰）：
本漆喰＋下地（下塗り、中塗り含む）t10
ラスカットボードt9
防水シート　アルミ透湿防水シート
構造用合板t12 ※耐水
断熱材　グラスウール(K24)t90
間柱45×90＠454.5程度

縦格子：
上下桟　ヒノキt40 H25
縦枠　ヒノキW45D45
縦格子　ヒノキW45D45＠105
格子背面 防虫網黒塗装

上桟

下桟
（水抜穴）

土台水切

縦格子

換気ガラリ水切り
ヒノキt24 D105

壁：茶根岸砂壁+下地t7.5
       ラスボードt7.5
　　構造用合板t12
　　木下地45×45＠303
　　断熱材GWt45K24 

石基壇

石基壇:
花崗岩（真壁石、水磨）W90×H150×L909
面取15

屋根裏天井:
化粧軒天：スギt9（相杓り）
化粧垂木：スギ60×45＠454.5
小舞：スギH21W24＠158.65程度

多機能トイレ

a部

屋根（桟瓦JIS64）：
　いぶし瓦（既製品）
　瓦桟　スギ　L870@900 h18W24 ＠215 （通気スリットW30入り＠90） 
　瓦用防水モルタル
　改質アスファルトルーフィング
　構造用合板t12
　野垂木  W55 H60 ＠455 むくり曲線加工
　断熱材t60（フェノールフォーム1種）、固定金物＠450

壁：
漆喰調塗装
GBRt12.5
気密シート
構造用合板t12.0 (耐水）

縁石：花崗岩（真壁石、水磨き）
　　　W120 H100

RC造基礎200×250、
捨てコンt50 、砕石t60

浸透菅（外構図参照）

白玉砂利：
大理石20～30mm

付柱詳細図1/5（A1)、1/10（A3)

A部平面詳細図

B部平面詳細図

C部平面詳細図

立面図

天井伏図

断面詳細図

断面詳細図

A

B

C

立面図(X18〜24通り間)

舞良戸

壁見切：
ヒノキW35H45

天然石洗い出し舗装：
3分石t10、コンクリートt90、捨てコンt30，砕石t60

SUS防虫網(黒）
水切り:
ボンデ鋼板t0.8 SOP

SUS防虫網(黒）

水切り:
ボンデ鋼板t0.8 SOP

130

8

8

2
0

2
0

2
0 6
0

1
3
0

付柱（隅部）130×60 通材
ヒノキ柾目 相尺り留

130

8

4
8

付柱（隅部）130×48 通材
ヒノキ柾目

a部 霧除け（七五庇）詳細図1/10（A1)、1/20（A3)

霧除け（七五庇）
さるがしら：ヒノキW55 H88
　　　　　　 (曲面加工、面取り加工)
庇板：ヒノキt24 D300 
出桁：ヒノキ55×88 （上端斜め加工）
腕木：ヒノキ60×80（面取り加工）
雨抑え：ヒノキt20×90 
面戸木：ヒノキt35×80
板掛け：ヒノキt35×80
破風板：ヒノキ t30
絵振板：ヒノキ t30

49097

409.5

3
00

0

9
09

4
5

1
06

0
4
5

釘隠

長押：
ヒノキt30h120

天井廻縁：ヒノキh90

竿縁天井

窓台：ヒノキt45

床：絨毯

2
01

4

内部開口廻り1/40（A1)、1/80（A3)

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

※気密シート： 可変透湿気密シートｔ0.26，　ポリマーコーティング ポリプロピレン　　デュポン　VCLスマート同等
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壁（漆喰）：
漆喰塗装+下地調整
ケイカル板t6+t6
構造用合板t12.0（耐水）

床：ヒノキt30(本実)、つや消しクリヤ
　　根太　ヒノキ90×60＠約450

外壁（白漆喰）：
本漆喰＋下地（下塗り、中塗り含む）t10
ラスカットボードt9
防水シート　アルミ透湿防水シート
構造用合板t12 ※耐水
断熱材　グラスウール(K24)t90
間柱45×90＠454.5程度

立上り（表側）：　
撥水材+漆喰下地t20金鏝
RCt180目荒らし

屋根：銅板(一文字葺)２

屋根（桟瓦JIS64）：
　いぶし瓦（既製品）
　瓦桟　h18W24 ＠215 （通気スリットW30入り＠90） 
　瓦用防水モルタル
　改質アスファルトルーフィング
　構造用合板t12
　野垂木  W45 H60 ＠454.5 むくり曲線加工
　断熱材t60（フェノールフォーム1種）、固定金物＠450

一筋敷居：
ヒノキ　W116×H130
溝掘り加工1本

無目：
ヒノキ　H60×D110

縁側床：木
　　根太60
　　気密シ
　　耐水合

一筋鴨居：
ヒノキ H110×D80

立上り（表側）：　
撥水材+漆喰下地t20
RCt180目荒らし

床：ヒノキt30 （本実）、つや消しクリヤ
　　根太　ヒノキ90×60＠約450

木製建具：
腰壁付きガラス障子

敷居：ヒノキW130×H67
　　　溝底板　埋樫板

壁：
漆喰調塗装
ケイカル板t6+t6
構造用合板t12.0（耐水）

壁：
漆喰調塗装
ケイカル板t6+t6
構造用合板t12.0（耐水）

化粧石束:
花崗岩（御影石、水磨）t30接着工法
鉄筋コンクリートH200W250D250

石基壇:
花崗岩（真壁石、水磨）W90×H150×L909
面取15

屋根裏天井:
化粧軒天：スギt9（相杓り）
化粧垂木：スギ60×45＠454.5
小舞：スギH21W24＠200程度

銅板（一文字葺）２:
銅板一文字葺t0.35 350×1212 アスファルトルーフィング
銅釘
断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10
構造用合板t12
野垂木60×45@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物）
土居桁120×90斜め加工
化粧垂木60×45@454.5

長押：ヒノキt45 H120 

鴨居：ヒノキH120×45

欄間敷居：H45×W120

欄間鴨居：H45×W120

土台：
スギ130×130＠909

敷居：ヒノキW130×H67
　　　溝底板　埋樫板

受け木：W75H130

水切り：屋根同材
　　　　D60H85曲げ

休憩スペース

休憩スペース
縁側

休憩スペース
縁側

軒樋：銅板t0.5 曲げ　＊詳細図参照

軒樋：銅板t0.5 曲げ※詳細図参照

休憩スペース
縁側

一筋敷居：
ヒノキ　W116×H130
溝掘り加工1本

外壁（簓子下見板張り）：
上下枠　スギ H40×D40 
側枠　スギ W30×D40 
簓子押縁　スギ W30×D15~33 
下見板　スギ板目 t7 H242 間柱間通材
横胴縁 t10×W30 ＠300 ※通気スリットW30@300
防水シート　アルミ透湿防水シート
構造用合板t12 ※耐水タイプ
断熱材　グラスウール(K24)t90
間柱45×90＠454.5程度

通気パッキン：t20 樹脂製（既成品）

壁：
漆喰調塗装
GBRt12.5
構造用合板t12.0

軒先水切、頂部雨抑、外壁取合けらば水切：
銅板t2,0曲げ　H60×D30

長押：ヒノキt45×H120

床：絨毯
　　捨合板　t15
　　構造用合板t15
       根太60×45＠454.5
　　+断熱材(グラスウール(k24))t60（取付金物）
　　気密シート ポリエチレンフィルムt0.1
　　普通合板t9

石基壇:
花崗岩（真壁石、水磨）t50×H150×L909
面取15

垂木受：スギt45H150 通材

広小舞：スギ30×90

淀：スギ55×120

鼻隠し板：スギt30×91

吊元は構造図S24追記図参照（構造質疑15）
「長ホゾ差し込み栓打ち」

吊束：スギ130×105 長ホゾ差し込み栓打ち

天井隔壁（114条）点字ハッチング部分
準耐火構造間仕切壁
GBRt12.5+t12.5（両面）＋LGS
＊設置箇所については平面図参照

梁型：
GBRt12.5+9.5直張り

立面図/断面詳細図

平面詳細図

断面詳細図

天井伏図

戸袋 断面詳細図

面戸木：スギt45 H75

砂利敷：（L03図参照）

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R



矩計図(3) A1 ： S=1/20
A3 ： S=1/40御座所南側 31
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天井（平格天井）：
竿縁　ヒノキW80 H80 (面取り加工)
天井板　ヒノキt9   柾目

天井廻縁：
ヒノキD51 H90 
※散りじゃくり

長押：ヒノキH120 上端t15 下端t45 

鴨居：ヒノキH120×60

付樋端：ヒノキ H27×t12、3連
　　　　黒漆塗り

壁：茶根岸砂壁+下地t7.5
       ラスボードt7.5
　　構造用合板t12
　　木下地45×45＠303
　　断熱材GWt45K24 

壁：漆喰調塗装
    ケイカルt6+6
　　構造用合板t12.0（耐水）

欄間敷居：H45×W120

欄間鴨居：H45×W120

木製建具：腰壁付きガラス障子

床：絨毯A
　　クッション材：畳t60
　　構造用合板t15
　　根太60×45＠303
　　断熱ボードt60（取付金物）
　　気密シート
　　普通合板t9

束柱：
スギ120×120＠909 ※K3

RC束：200×200 H100

土間スラブ：
RC t200 (排水勾1/200程度）
防水シート：t1.0
捨てコンt50
再生クラッシャラーンH100

軒桁：
ヒノキ
120×270

一筋鴨居：
無目：
ヒノキ　H60×W110

欄干：詳細図参照

一筋敷居：
ヒノキ　W136×H130
溝掘り加工2本

受け木：W75H130

足固め：　
ヒノキW60×H90 柱：　

ヒノキ

舗装：砂利敷き
　　　＊外構図参照

立上り（表側）：　
撥水材+漆喰下地t20金鏝
RCt180目荒らし

基礎パッキン：
樹脂製、通気タイプ

基壇（裏側）：　撥水材

淀：スギ55×120

広小舞：スギ30×9

化粧垂木：スギ60×55＠455

化粧軒天：
スギt9 木材

小舞：スギh21×w24 ＠150

銅板（一文字葺）２:

縦格子付きガラス欄間：
上桟、下桟45×45
縦枠　45×45
組子　t15×D21＠125

縦格子付きガラス欄間：
上桟、下桟45×45
縦枠　45×45
組子　t15×D30×2本＠125

隅金具：隅金具：詳細図参照
　　　　《一筋敷居出隅共通》

足固め：　
ヒノキW60×H90 

欄干、笠木、支柱：詳細図参照

化粧板：詳細図参照

横桟：ヒノキh24×W35 

縦桟：ヒノキH45×W45 

木製建具：腰壁付きガラス障子（外部）

木製建具：
腰壁付きガラス障子

吊束：ヒノキ120×120

木製建具：腰壁付きガラス障子（外部）

木製建具：
腰壁付きガラス障子

木製建具：ガラリ付木製雨戸（外部）

一筋鴨居：ヒノキh110×100

敷居：ヒノキW130×H67
　　　溝底板　埋樫板

L=3734.84
むくり：1.5/100×L＝56

大引：スギ120×120＠909 ※K3

土台：
スギ130×130＠909 ※K3

敷居：ヒノキW130×H67
　　　溝底板　埋樫板

ガラス入り糸引き筬欄間
　ガラス：ガラスt4.0
　欄間：外枠（両面）ヒノキW45、角付き
　　　　額縁ヒノキt24W70黒漆塗
　　　　四周押縁ケヤキ9×10黒漆塗
　　　　組子　ケヤキW5D9@17

床：ヒノキt30 （本実）、つや消しクリヤ
　　根太　ヒノキ90×60＠約450

水切り：屋根同材 曲げ

床：ヒノキt30 （本実）、つや消しクリヤ
　　根太　ヒノキ90×60＠約450

欄干（詳細図参照）

欄干釘隠し（詳細図参照）

立上り（表側）：　
撥水材+漆喰下地t20
RCt180目荒らし

床：ヒノキt30 （本実）、
　　つや消しクリヤ
　　根太　ヒノキ90×60＠約450

礎石

屋根裏天井:
化粧軒天：スギt9（相杓り）
化粧垂木：スギ60×45＠454.5
小舞：スギH21W24＠327.3

復元展示室A
（御座所）

復元展示室A,B
縁側

軒樋：銅板t0.5 曲げ＊詳細図参照

復元展示室A,B
縁側

礎石：
花崗岩（御影石
自然形状300×300×300程度
※ホゾ穴加工
※RC基礎と一体化
※柱底面は光付け

屋根（桟瓦JIS64）：
　いぶし瓦（既製品）
　瓦桟　h18W24 ＠215 （通気スリットW30入り＠90） 
　瓦用防水モルタル
　改質アスファルトルーフィング
　構造用合板t12
　野垂木  W45 H60 ＠454.5 むくり曲線加工
　断熱材t60（フェノールフォーム1種）、固定金物＠450

壁：
漆喰調塗装
ケイカル板t6+t6
構造用合板t12.0（耐水）

壁：
漆喰調塗装
ケイカル板t6+t6
気密シート
下地合板t12.0

壁（漆喰）：
漆喰塗装+下地調整
ケイカル板t6+t6
気密シート
構造用合板t12.0

破風板：ヒノキt30 H150 面取り
登り裏甲：ヒノキt45 W200 曲面

前包み：ヒノキt30×h110
須覆：ヒノキt30×d75 水返付き

台輪熨斗瓦
漆喰

狐格子：縦桟　ヒノキ30×30＠90
　　　　横桟　ヒノキ30×30＠90
　　　　幕板　ヒノキt15 相勺り
　　　　縦胴縁　スギ30×30＠450
　　　　防水シート
　　　　構造用合板t15
              間柱90×45＠900
　　　　断熱材 フェノールフォームt60充填

懸魚：ヒノキt20、意匠繰型 登り裏甲

破風板

懸魚

狐格子

須覆 前包み

隅金具：詳細図参照
       《一筋鴨居出隅共通》

銅板（一文字葺）２:
銅板一文字葺t0.35 350×1212 アスファルトルーフィング
銅釘
断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10
構造用合板t12
野垂木60×45@454.5、断熱材（フェノールフォーム1種t60、固定金物）
土居桁120×90斜め加工
化粧垂木60×45@454.5
軒先水切、頂部雨抑、外壁取合けらば水切：
銅板t2,0曲げ　H60×D30

鼻隠し板：スギt30×91

長押：ヒノキ
　　　H120 上端t15 下端t45 

垂木受：スギt45H150 通材

石基壇:
花崗岩（真壁石、水磨）t50×H150×L909
面取15

10

4.6

10

3

10

5.3

立面図/断面詳細図

平面詳細図

断面詳細図

天井伏図

足固め：　
ヒノキW60×H90 石基壇 

S=1/3

敷居埋樫詳細図

埋
樫

t6

(敷居共通)

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）
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暗渠管
（浸透性埋設管）

天然石洗い出し舗装：
3分石10mm厚

断熱材
：スタイロフォーム
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漆喰調塗装

いぶし瓦敷

▽GL±0

桁

垂木:スギ45×90@454.5

化粧野地板

合板

断熱材

通気層（通気垂木：45×30＠450）

耐水合板

防水：アスファルトルーフィング

銅板葺き、断熱材（硬質ウレタンフォーム）t10

90
15

12
60

30
12

18

△付け柱

面戸板
：スギ

垂木：ヒノキ30×30@303

化粧野地板：ヒノキW240t15
ひさし桁
：ヒノキ腕木45×90

柱芯までほぞ差し

△付け柱

909

1818

構造用合板t12（耐水タイプ）
ラスカットボードt9.0
本漆喰+下地t10

防水シート

GB-S t12.5

漆喰調塗装

柱

＜壁＞

付け柱

柱

＜開口＞

構造用合板t12（耐水タイプ）

漆喰調塗装

＜腰壁＞

巾木面取り

柱

断熱材t90

防水

金属パネル（アルミダイキャスト）H685

巾木

補強リブ

断熱材裏打ち（ウレタン吹付）

柱

調整材：ゴムパッキン

GB-S t12.5

柱

454.5

外壁（漆喰壁）：
間柱45×90＠404.5程度（スパン中央は90×90）
断熱材　グラスウール(K24)t90
構造用合板t12 ※耐水タイプ
防水シート　アルミ透湿防水シート
ラスカットボードt9.0
本漆喰＋下地t10
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内壁（塗装）：
漆喰調塗装、木製押縁9×9
GB-S t12.5
気密シート：ポリエチレンフィルム0.1
構造用合板t12 ※耐水タイプ

120

9
0

外壁腰壁（金属板）：
間柱45×90＠404.5程度（スパン中央は90×90）
断熱材　グラスウール(K24)t90
構造用合板t12 ※耐水タイプ
防水シート　アルミ透湿防水シートt0.17  デュポン タイベックシルバー同等
支持金物一式
金属パネル（アルミダイキャスト）t5,断熱材ウレタン裏打ちt30

構造用合板t12（耐水タイプ）

構造用合板t12（耐水タイプ）

3
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5

上枠

下枠

上枠

下枠

1505 32

壁見切り:ヒノキ

庇上見切り：ヒノキ

腰壁見切り：ヒノキ

水切：SUSt1.5曲げ,フッ素樹脂塗装（工場塗装）
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▽玄関FL

断熱部木軸下地
30×30＠300程度
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50

巾木笠木
：ヒノキ

65 12 71 5

たるき掛け
：ヒノキ

あふり板：ヒノキ45×15
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し

板

ス
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鼻がらみ：ヒノキ21×27

7575

302030
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120

木製建具

木製建具

9
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ブラケット　H685
：St-PL,溶融亜鉛メッキのうえリン酸処理

床見切
：SUS-FB5×40

照
明

21

縁石　W120H100
：花崗岩（真壁石）水磨き

白玉砂利
：大理石20〜30mm

5

補強リブ
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断熱材t90
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出隅ブラケット　H685
：St-PL,溶融亜鉛メッキのうえリン酸処理
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M16

M16

RC基礎
200×250
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50

2
1

唐草：H50D25先端部潰し加工、屋根同材
屋根妻側、ケラバ水切も屋根同材とする：

化粧野地板
：ヒノキt15（本実加工10×10）W300

水切：SUSt1.5曲げ,フッ素樹脂塗装（工場塗装）

断熱材
：ウレタン吹付

巾木
：ヒノキt21継手1818

外構図参照

捨てコンt50

砕石t60

立上：RC化粧打放し補修,撥水剤塗布

断熱材
：ウレタン吹付

金属板葺き：銅板t0.35一文字葺き
防水：アスファルトルーフィング
雨抑え、軒先水切、ケラバ水切：庇屋根同材

出隅カバー材　H685
：St-PL,溶融亜鉛メッキのうえリン酸処理

20

照明（電気設備工事）

平面図

立面図

断面図

腰壁：金属パネル（アルミダイキャスト）H685

砕石t60

捨てコンt30

コンクリートt90

まぐさ:ヒノキ

付け柱:ヒノキ（柾目）付け柱:ヒノキ（柾目）

絵振り板笠木：ヒノキｔ25
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合板t12,天然木化粧合板t6

床:木組下地のうえ
合板t15,ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

框:欅t60
下部ライン照明(電気設備工事)

2
0

天井：
垂木あらわし、化粧野地板スギt15w300（本実加工10×10）

換気棟：屋根同材
山形断面形状H120W250屋根同一勾配

内部スロープ1：
木組下地のうえ
合板t15
ﾋﾉｷ圧密ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

断熱材t50

床:断熱材t60,モルタル金コテの
うえいぶし瓦300角t10

照明ダクト1：St-PL
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ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床下地
　　土台  ：90×90＠909
　　束    ：90×90＠455
　　大引き：90×90＠455
　　根太  ：60×45＠303　すべてスギ（並材）とする

断面詳細図　エントランス部 A1 ： S=1/20
A3 ： S=1/40 33
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A-33

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

※銅板葺き屋根材は、すべて酸化緑青処理材とする。
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A-34

展開図(1) A1 ： S=1/30
A3 ： S=1/60

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 復元展示室A（御座所）

復元展示室B(御次の間)

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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展開図キープラン　S=1/60(A1)
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硝子障子

E

硝子障子

※特記なき限り、以下とする.

　吊束：ヒノキ見附105、見込130（梁下〜鴨居まで）

　長押：ヒノキH120×15（上端）、45（下端）

　鴨居：ヒノキH60、D120

　付鴨居：ヒノキH60、D26

釘隠し 長押

鴨居

吊束

130

付樋端

長押

鴨居
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※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。



展開図(2) A1 ： S=1/30
A3 ： S=1/60

復元展示室C・前室
復元展示室廊下1,2 35
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A-35

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

1969.331742.5 985

34851818

1742.5 1969.33 1969.33

6893 1363.5

1363.33

1742.5

34851818

1742.5

3
0
0
0

1818

Y17

1818 1818 1818

1818181818181818

X24 X29 X30X19 X31X28X26X23X21

X24X19 X23X21 X25 Y16 Y15 Y13 Y10

Y17Y16Y15Y13Y10

3
0
0
0

1
9
5
4

6
0

1
2
0

3
0
0

3
0
0
0

1
9
5
4

6
0

1
2
0

3
0
0
0

1
9
5
4

6
0

1
2
0

3
2
0
0

1
9
5
4

6
0

1
2
0

8
0

3
0
0
0

1
9
5
4

6
0

1
2
0

A

BD

復元展示室A(御座所)復元展示室B(御次の間)

復元展示室廊下1 天井：猿頬天井

復元展示室C
縁側

戸袋

倉庫2

戸袋

戸
袋

復元展示室C
廊下1

復元
展示室
廊下2

床：絨毯敷

天井：棹縁天井

床：絨毯敷

天井：猿頬天井

床：絨毯敷

復元展示室C前室

天井：猿頬天井

床：絨毯敷

天井：猿頬天井

CH3000

CH3000

CH2150

BD

D

C

高レベル復元的整備エリア

高レベル復元的整備エリア

ス
ロ

ー
プ

1/
1
2

±0

+300

CH3000

CH3000

天井：猿頬

倉庫1

床：板張り

CH3000

展開図キープラン　S=1/60(A1)
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※特記なき限り、以下とする.

　吊束：ヒノキ見附105、見込130（梁下〜鴨居まで）

　長押：ヒノキH120×15（上端）、45（下端）

　鴨居：ヒノキH60、D120

　付鴨居：ヒノキH60、D26

釘隠し 長押

鴨居

吊束105
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※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
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展開図(3)　エントランス部 A1 ： S=1/30
A3 ： S=1/60 36
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A-36

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

※銅板葺き屋根材は、すべて酸化緑青処理材とする。


